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I 脚鬚目鳥厳 

脚鑛旨中の代表者サソリモ r ずの類は多みサソリの鶴ある嚴しい姿の持まで 
日本でも外國でも研究者は便宜上雙ホを諷ベて居るが、をれはをく便當的處置 
であつて本目がを蜡目と最も近親關係を示すといふ證據にはならぬ〇ム々デと。 
ャステ•は昔のやうに類緣關係密接なもぶでなくなつた今曰でも、夕足類といふ 
便利な稱呼の下に-■•おされて多足類擧蓄は必ず兩ホー緖じやつて居ら、蝶虫類 
と兩棲類とを硏究對象とずる動物擧を Herpetology と稱したりするのと同じホ 
ある 0 麟形缉の詳しレ、み類樣までは備が器の有無が大きなみ岐點じなつてを頓 
目のみをち撤盛綱* Pectinifera, 脚！!目ををむ他の沒目は無揃節綱* Epecti 打 a 泪と 
引離されるな:である 0 脚鑛旨のものは外形はサソリ轄じ規削されて居らぬ。か 


♦ 東亞產全蹈類脚疆類の調查（其の十セ） 

本絡は「蘭ホ請地域の蜡槪說」と姉妹篇を巧すものである0 

Ac な Arachnol Vol.X. Noe, t /2 (1947) 
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くも一つの蕾しく異る樣式の怖間がある 0 旨のみ割に關してはを々であるが例 
へば Kastner (1932) じまとして準據すれば次の如くである。其の後獨の Speijer ， 
伯の Mello Leitao 等は多く 0 新感を提唱 U 細みしたが餘 b み割する樣まは予 
の性に合はない 〇 ぶ お trier の頃ので一通？)の用はお [) ると信ずる 0 
Uropygi , Thoreli (1882 ) 有鞭巧 目 
Schizopeltidia Borner (1902) 裂ザ嫉 f=Tartarides Cambridge 、 (1872) 
短 鞭族 ==Colopyga Cook く 189 9) 

Schizomidae Hansen et Sorensen (1905) ヤイトムシ科約 32 種楽來 
Schizonius Cook (1899) ヤイトムシ顧 
Tri thy reus Kraepelin (1899) サハダムシ趨 
Steno 沈 rus - す Chamber]u が （ 1922) — ステノ クルス屬^?^ 

Holopeltid；a Borner (1902) 完甲族策 〔Urotricha C . し Koch - (1850) 

長鞭換 =Oxopoei Thbreil(1888J Kastner (1932j は Oxypoei として用 
ひた〕 

Thehphonidae Lucas (1835) ホソリモト•キ科約 66 種 
Thelyphonus Latroille (1802) ジャブサソリモドキ屬載 
Tvpopeltis Pocock (1894) サソリモト•キ屬 
Uroprocu ] ミ Pocock (1894) 

Labochirub" Pocock (1894) 

Hypoctonus Thoreli ( 188 8) 

Mimoscoipius Pocock ( が 94) 

Ahaliella Strand (1928) 

Tetrabalius Thoreli C 1888) 

Thelyphonellus i Pocock (1894) 

Mastigoproctus * Pocock (1894) 
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Amblypygi Thorell (1882) 無鞭强肖 〔= Fha!angia C. L. Ko 沈（ 1850 )〕 
Tarantulidae Kars 沈 （ 1879.) ウデム女种約が種 
Phrynichinae Simon (1892) フリニクス亞科 
Phrynichus Karsch (1879) 

Damon t C. L. Koch (1850) 

T が a が ulinae Simon a892) _ タランツブ盛科 

Tarantula Fabricius {1793) 

Acanthophrynus t Kraepelln (1899) 

Admetus f C. L. Koch v 1850} 

Charontin な e Simoa (18 目 2) 々ニムシモドキ醒科 

Charon Karsch (1879) 々ニムシモ ** キ屬 
Catageus Thorell(1889) 

乱 rym 沈 osarax Gravely (1915) 

Sarax Sun on 089 2) 

Stygophrynus Kraepelin C1895) 

Char in ides Gravely (1911) 

Charinus Simon ( 1892) 

Parach 注 ron t Hansen (1921) 

織計謂がが適約がが！でサンリじ較べると趣數はずつと少く體微小で人の般た : 
觸れること極めてみい迎類も夕く、人生との巧渉も殆どをく無くて南ち經營上 
などじはをく齒ずにかける必要無き動物?げかちである〇值し擧間的には興咪誇 
い譜鹽で多くの節足動物寧 - 蘇を惹きつける魅力を持つて居る 0 顧までの檢索篆 

^和名新稱 

おが現をで idi が種になつて居る。 

t 化の記魏あるは南力-諸地域にみホせぎる湯。 

サソリの Steuo 沈 irus Karsch (18 巧 1) と混同する勿れ 0 



を 次にをす 0 

A 昔巧は長さ幅に勝ら外緣は略々平巧して猜る〇腹部ホ端の3節は圃简狀と 

な！) •先端に尾狀附屬物を附隨かしめる .. .•-•有鞭前目 

B 嘗甲は2乃至5なじみ岐し尾狀牌よ屬物は短く1〜 4 節。體矮小で1經が巧… 

. . .. . . . 裂甲族 ヤイトムシ种 

C 背甲は4裂（後赏板は二蚊しない〉〇 9の尾狀附屬物は4節 . 

. . . . ヤイ トム シ廊 

CC ，背甲は5裂（後背:被は二岐ずる ）0 9の尾が附屬物は3節 . 

•.*. . .. • • ’ . サゾ\ダムシ屬 

CCC 背甲は2裂 0 即ち後背板は::岐せず且つ前後兩背扳の中聞に化する2 
小片を 缺如〇 9の尾狀附屬输は3節… . ステノ クルス® 

BB 背甲は1枚でみ蛟せず尾狀附鐵物は長くて多數節よら成る。|遵矮小なら 

ず ..... 完巧族 サソ y モドキ科 • 

C や眼と側眼廟の献 b ： 殆ど常に缺抓し 絕對 じ顯蕃でない。 さ の輕節突起 
は南ち諸地域產の諸屬では强く變形される0 

B 第3馬節（後'腹部の最後の節）じ圃窓斑を缺く 〇 5の膛節突起は舉奢 
- であるが9のをれと园覺ましく異る觀は見られない.. . 

. ••.•.•••ぃ. ..... テリ ブナ ネリス屬お 

DD 榮3尾節に圓窓斑を常にを側にをする。ろの輕缔突选は前屬よらも 
强く變おされる-げ 

E 輕節距は第4步脚にのみ見られる。5の腰節突理は强く變おして居 

る .••••••. .... . .**** 7ボ 4" J レ •A 

EE 廳節距は第も第4兩ホ脚に見られる〇さの輕節突起は屢々尙一唇 

强く變形される ... ヒホんクトヌス屬み 

CC 中 眼と 側眼間によ く 發 達した献が常にを: ナ る。 S の輕節突起は屢々變 
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形しなぃ0 

D さの輕節突起は强く變形する〇 9の鞭狀脚（第1步脚）贤摊'りの變形は. 
をれが見られる場合には第8,第9兩都の一ち或はなホが冒される… 

.. 一… ... サバモドキ屬 

ぶ D ろの經節奕狸は强く變形されなぃ0 ^の鞭狀脚蹤節の’變形はそれ 
が見られる場をじは第7節が、其の節の片側若しくは兩側の1節或 
はをれな上の部と共に（或はさること無く、して）冒される 
ち6の懼扉（第2腹彼）はお中じ溝なく、ホの腹板後緣じは中央た結 
節をお夺ぃ 

F 擧巧歸屯で幅は織細なる 腿 節のをれの 2 倍に達する。掩はみ 節 
せず先端のホに强く 曲る . ミ モスコルピウス 瀑 

掌は尋常 

G さの避5節毙趙はをのを打に似て居る 0 觸鬚基節の巧側に猶は 

無い . . ... .スティゴ プロ クブス®* 

GG ろ の輕節突起は？のをれよらもずつと織細 。 S 巧ち觸鬚篡 
節の內側に1鶴‘を具へる . ウロプロクブス屬 

EE S の性扉は正中に明かなる溝を具へ、次の腹お後緣には中央に 

結節がある 

F 第3尾節は常に各側に1簡の劇窓斑を具-^る. . 

. . ..... ジャヴサソリモドネ屬餐 

FF 第3尾節は各側に腐窓斑を具へなレ、か或は2箇を具へる 

G 第3尾節に圓窓舞を見なぃ. . モンナシサソリモドキ屬 * 

GG 第3尾節は各側じが後に並ぶ2箇の翻窓斑を具へる .. 

•ぃ‘’…. .. ヨツモンサソリモドネ麗柴 

AA 背甲は長さ觸じ劣ら外緣は弧狀じ膨出〇腹部末端は牆く屬狀附爆賴を附 
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隨させない 0 第 1 ホ脚の蹤節は異様に細長で多數畜巧よら成る . 

……ご . 無鞭瑶目 ウテ〜ムシ科 

B 前胸板は下端にがて膨大し髓號き扁平板となる〇中胸板も後胸板も福廟 
'い〇步脚酣節に媽盤を缺く。第4步脚の輕節は1節巧至2節 . 

.•••••. • •フリニクス亞串み 

C 築"4步腳の節は1節。脱還にがける掌（觸瑶の第5節、は基部に、痕跡 

白夕の2背棘を有ずるか或は缺く..… . フリニクス屬娘 

CC 第4ホ卿の輕節は2節。掌にがける2本の背棘はホ體では强く齋達 
して居る…… • —— . ••••ダモシ騷榮 

BB 前胸おは下端僅かに攒れる程度0中胸板あび後胸板は小さくホ形或は 
幅は長さに劣る 

C 飾®心おこ嫣盤を缺く〇等4ホ脚の輕節は3節 . タ ランブラ亞科 

D 觸韻轉節は下面に後ちじ巧く長い錐狀突起を持たない0觸疆輕節の 
み緣は巧ど一直線を成す 0 上綾には7〜15棘がある， 

E 額緣は1耗の長さの刺を密に裝ふ0掌は上懐にも下綾にも常に1長 
棘を裝ふのみ6觸嶺陛節の巧上毯は基ホに夕數の長短义ぶち夕つ 
た棘を具へる0觸毅腿節の下稷の~基棘から巧ホに巧ふ1盧の2燕眉 

じ强 ft な棘がある .. . . . . . ホントスリヌス屬 * 

EE 額緣は刺を缺く（凹だ I 無ム)力、或は格陡 a 巧の短刺を裝ふのみ。 
掌な上緣じが、て2長棘を持つ0觸鬚膛節の內上懐には7〜蹲$ある 
比較的長い棘の間には精々ホ端た微細の小顆粒があるな0觸鬚 

腿節のす棱の寡節から巧ホに向ひ棘は一つも生ぜぬ . . 

.. ..... タランブブ屬染 

DD 觸鑽轉節は下巧に長い、後ホじ眞直ぐの錐が突起を具へる〇老熟 
したもので觸鬚廳節外緣は号形で巧ホに 替曲ずる0 其の上綾は 6 
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〜 7 棘を具へ其の上ちから第3〜目じ當るものは非蘇な長さで目立 
つて居る . . . …アドメツス屬糸 

CC 附節末端には明かな裤盤があが0第4ホ脚の經節は4節佩に3節）••—‘ 

..... …•••..•.ヵニム シモト，ホ盛科 

D 背巧緣邊は鑛齒狀 0 側眼は其の近くじな疆ずる 
E 腕の輕節にがける最長棘は成體では5キタ巧の[が著では3本の巧 
の）中央の良く發達した背棘である0掌の基部の背棘は末端部の 

をれよ！）長い . . .. ••ヵタゲウが屬策 

‘ EE 腕の尴節の端から2:酿因の良く發達した背棘が老敛每 f 马はず最 
長 0 掌の末端部の背棘は-基部のをれよ ！) 長い 
F 齡節（前撕節を除き）は4節0後輕節は2〜4當5で3節が普通…… 

. . .. . フリニコサラクス屬榮 

FF 縱節 C 前挪節を-除塞）は•弓節0後經節は4節 . サラク义屬策 

DD .背巧緣邊は尋常。側眼はをれからずつと隔たつて位疆する- 
E 腕の膛節の末端から二番目の背棘は玻授〇其の後ホの1棘は其の 
又後ホのよ b も 長い。 掌のホ端部の背棘は基部のよら長く V 副棘 
を伴はない 

F 擲節，(前附節を除を）は4節 0 後ホホ脚の輕節は3節 •- . 

. ... ヵリニデス廢楽 

FF 郎節（前5咐節を除き）は5節 0 後ぶ步脚の腔節は4節.… . 

.*. . .. カリヌス屬楽 

EE 腕の腰節の末端から2齋目の背棘は其の緩ホの1棘よらも長力、ら 
ず0屢々其の义後ホの1棘と巧を々等長なことがあり、時に類い 
ことさへある。掌の背側の長棘は常に數本の短い棘をがふ 。 i 
短■棘が屢々其の長棘の基部で融合して居る 













F 指は上の諸鹽と共に々節する0腕の赔節の3本の背棘は他のど 

れよクもずつと畏い ••…，••一 . . スティコ•ブリズス屬柴 

FF 指はみ節しなぃ0腕の艦節の2ネの背棘は他のどれよらもず 

つと長い . . . . . ••…• 力-ニムシモドキ屬 

DOT ) 背巧緣邊は尋常0眼も贩をもをく無ぃ’♦•… • …-パラヵロン馬策 

麟黯目の標徵 頭胸部は背甲で被はれて居るが、をれが1なじなったものと 
み蚊して2〜5钦じなったものとある0腹部巧11〜12節で最後の3節は萎縮して 
麵椅狀となり後腹部を形成する。其の先に爱じ長鞭狀の尾狀附屬物を具〜るも 
の、ほんの廬ぃ尾が，咐屬骑で雌雖じよ {) 其の形狀を異にずるもの等がある〇大 
腮は小形であるが觸醫は强大で先端封!となら、完甲族のものではおじ顯著でサ 
ソリのをれを俯ばせ、サソリモドキを稱を得て居る 0 夢-1ホ脚は他の步脚に比 
し著しく細長で雖節は夕數の小節に岐れ鞭狀じなって居る0殊にヵニムシモド 
キの仲間は奇怪じまで織細じな〇て居る0之等は明かに觸角としての役を勤め 
声ものである（脚義類の名の起も ）0 他の3對は步脚らしぃお狀で义實際步巧の 
役を觀める0サソリじ見る如き毒腺は無く揃狀器も具へなぃ0サソリモ r キ類 
では膛端に1種の肛門陳が蘭口しを時刺戟ナると醋酸の强奧ある液を$っと分 
泌ずる。化の膝は巧凛臟である0 

I 南方諸趨域に見る代表的の種類 
サソリモドキ屬 Typopeltis Pocock (1894) 

屬徵 觸變の輕節突起はろでは變形すること分で蕾しぃ 0 郞ち前綠鑛齒狀じ 
なった棘として尖巧ずることなく、劇濤狀或は膝曲して居て動錫枝の尖と稍々 
鉄狀じ會合ずる0腹部の第1腹板はるでは巧半にのみ中央傑溝があら築2腹板は 
後緣じ殆どすみ明の棘がある〇第1ホ脚蹄節の關節は延長し9じ見られる變形 
も轉微な程度である • 中眼は1儀の長ぃ圓形鹽起じよ ！) 曠離される0第2〜築4 
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ホ脚の經節に蹈がある 0 

サソリモドネ Typopeltis stimpsonii く Woo 过， 1862) 

を豁 浸漬標品にがて背廚黑色、步脚あび尾が附馬物は赤味を帮びる〇膊 
商は-ホ黑色、が脚の基節は際立つて栗茶を、觸鬚の篡節も赤味が强い〇 
み巧 脚鬚目は錢帶亞熱帶地方に多い〇ネ種も東洋區系穗と看傲すべき.で 

あるが稍々北;上して居るので擧者のを意を惹く〇目本あび中葉民慰の產で屬巧 
では九州のみから知られる。內菌洋じは毙ザ族は發見されない 0 讓灣では紅頭‘ 
鱗、菌端の恒呑半鳥（こ^では極めて普通）、東海岸では臺東から花蓮繼ホ簡ま 
で產する 0 琉球では西表屬、鳩間島、お垣烏、冲繩本轟が旣 知、 化州は離幕の 
猿； Z 農、 奄美大島、颤訪瀬島、平島、口ぶ農、硫黃島、竹農を經て薩摩半寫の 
南端枕崎、巧、お附近に產し义上衞島（鹿猜島縣下)、熊本縣天草意下島牛深 
(づヒ絳32〇11’）にも棲息する0天草牛深は分布の北限となる地であるが、學著に 
渡繼された形で巧成ら減つたのではないかと想はれる0お國では南京、大冶、 
香繼其の化から踩集された〇む:崎膊女は抗州じがて浙な省で探れた多教の本種 
の標おをなられ「支那では揚子江な南の東洋區に廢く分ホし、巧當普遞なもの 
と思はれる」と述べて唐られる〇 


測を 巧雌じつき單値转 
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二み性徵 本種は二次牲徵顯著で巧錐は次の點で成雌とた易く識別される 0 


ホあ美大島を ^お通爲産 
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1} 觸韻轉節は背衙よらは前夕じ姥狀ゆ爽起ぞおし之よら後ホは小さい4齒狀 
突起がある（成雌では第2截最大）0 

2> 觸發輕節よ b 內ちじ趣をする奕謹は先端澄お^髓張し靖狀奕起がある 
(成雌では突蓮は棘狀 ）0 

3) 第2腹節は腹顿にがて外緣部を除を栗茶色で懐かに盛 b _ t った狀を星し中 
夾 じす明赚な縱溝がある（成雌では化の部みは大體陋巧形で中央の雛で明かに 
左右2區じ岐たれる ）0 

備考 蔽端に開口した腺から酷酸填の强い分泌液を奔出させることはな前 

からを意されで居る（此の習性は本科のものじ巧通である ）0 巧藤博±の觀察に 
據 れば危蕾の迫りさうな時には尾狀間屬衙を ビンと^ し上げ腹部ホ端の節を と 
ホに 上げて多み紫藍をを帶ヴた透明液を奔出せしめる、其の高さはが邱亟な上に 
.もな •る、此の飛がを顏じおがるとを腐がヒリヒリ と 痛く敬み閱も續く、眼中に 
は入った b ずると相當の痛‘古である、液の飛ホは直徑お麵化の範圍には四散す 
るとの ことである 0 奧ひは氷酷酸と をつ く b で手袋などじ液がか、ると移り香 
が中ぶ 去らない 〇<アルコホ ル浸漬標品の蓋を とって みて も, 不快な醋の奧ひを感 
ずることカミ ある 0 此の液のが出は例へ ばフトマルヤス デが液孔から褐をの液を 
分泌す ると同じ’く、か敏 への: 巧禦じ 役立っも ので あ らう 0ル 動物に對しては觸 
鬚の銷も武器としてを逃してはなら ぬかと 想ふ0本種の習性に 闕しては が藤睐 
.生の「サ•ソツモド辛の生態」 （1941) が嚴も詳しい0 
.む:巧腺から 靈奠 ある液を射出す ること じ關し Gravely (1915) はが 度 產の幾 種 
かじ 就き自他の所見を 陳ねて 居る 0 奥ひじは 强い醋 駿樣のものから jargonelle 
(梨の 一 穗で早成種）の王ッ七ンスじよく似たものまである 〔Uroproctiis assam - 
ensis ( Stoliczka , -1869) が陵者の例: 3 oWood - Mason はセイロン島に普通の La - 
bo 沈 irus proboscideus ( Butler , 1872) のそれは黎の非常に潑厚な不ッセンスの受円 
き 香らと報じ、 Grave かはさういふ舆ひは經驗しないと述べて居る 0 Thelyph ^ 
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onus iinganus C . L Koch , 1 S 4 B の眞ひを Ridley は墟素ぷ斯に比し、且つ題 
の 大きさ じ 較べて斯んなじまで廣く擴散し强 力な 異ひを おおし得る 動物を 宮み 
は他に 想起 お來ないと 識辭を呈して 居る0 

脚鬚類は溫帶地ちじは居ても極めて少い〇歐洲や化アフリカじは絕對じ見ら 
れなレ、。 Savo びの The ん rachnida (19 お）じ完甲族が本州、 — 巧廚、九州、朝鮮 
にみ布ずる如く示し却て臺灣じ居ないやうになつて居るが6貫のみ布圆）のは 
誤•である 0 Kastner (1932) のを布圖は遊である兵をれでも本! Hi 、 四國じも居る 
やうじ示してあるのは誤である。併し意かなのは Typopeltis amurensis ( Tam - 
ani , 1889)といふのが東シペリア（沿海州の〇岐灣と Tachobes 河の聞の地帶） 
から得られたとして記載されて居る〇後に廣東、疎、江の上流西江 （ Sikian 容)、安 
南等が 產 地として擧げられたがみ晰こ斯樣な隅た b のあることは、兩者が攝し, 
て同一種であるかどうかを疑はしめる0本種の實巧がホだ把搔されて居ない證 
據だと思ふ〇 9の鞭が轉じ異狀が無い鄭も輕的標徵の一つとして'注目せらるベ 
きであるが、もつと多赦倾體じつき調齋されなくてはすずがある 0 Speijej (19 
36) は化の極を Typopeltis じ編入して置くのは不當で巧が1933年創設した 
Minbosius の1種とずべきだとして居る 0 民歸からは古く Typopeltis niger 
( Tarnani , 1894) といふのが記載されて,居るが詳.しい產地は不巧月、標品は1さの 
みで全貌の明かでない趣類であつた〇'然るじ Speijer (1936) は民. Mell ろミ，，〇 
hina ，’ で巧た1$じ就き報吿したから矢張&ををじ値するものであるが、產地 
の詳記の無いのはどういふ譯であらう 0 尙民廚では雲南の地から Hypoctonus 
granosas Pocock , 1900といふちけ题のサソリモドキが知られて居る 0 之は華は 
々つて居るが$は未發見のやうである 0 近年 Speijer —(1936) は民. Mell ボ廣 
素で採集した9じ墓き Typopeltis cantonensis Speijer ， 1936といふ種類を微て 
た 0 同氏は比 Schoede が海南島で採集の’ろじ據ら Tdtus vanoorti Speijer , 19 
36なる新感新穗をも設けて居る 0 東洋には居ない Mastigoproctus に近緣のも 
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のらしい（第1ホ脚谢節が8節なのは Teltus 廢の特微である ） 0 さを要ずるに民 
國產の脚錢目は網羅主義を採れば Typopeltis stimpsonii ， T . amurensis , T . 
niger , T . cantonensis , Hypoctonus granosus , Teltus vanoorti 諸種となる〇 
がれもサソリモ ト •牛科のものであるが、 ヤイトム シ科の幾種類かぐ莖南ホ廚じ 
は必ず居るじ巧違ない 0 今目まで-^つも見つかつて居ないのが大國支那らしく 
もぁる0 

ネ屬は 南はシャム、 佛巧から 東シ ペリ ア 、更に 霄避、糜東ホた？) から 肇中、靈灣、 
琉5^、因本の九州にかけての 東丽 の特產である 0 サ ソリモドネの他に T . amu - 
rensis ( Tamani , 1889), T . niger ( Tarnani , 189 4), T . dalyi Pocock , 1900, T . 
harm an cl i Kraepelin , 1900, T , kasnakowi Tarn an i 1901, T . tarnanii Pocock 
1902， T . cantonensis Speijer , 1936 の諸穗があるが、 6 だけとか 9 だけしか 
知られて居ないものがあ!)、み 類 上の 化 廣じ關 し疑義を なするものもあら、壓 
嫌のみ日月を缺く種もあむ、威張つて獨ら步きの出來るのはザソリモド斗化のも 
の- 为、知れぬ 〔Speijer (193 のは T . harniandi は自己が1934年に 創設した Gipopeltis 
といふ 儀 じ 移すべきだと し T 居を 6 T . kamahoii Mello Lei ほ 〇, 1931といふの 
は T . kasnakowi の シノニムである〕 0 

ジャワサソ リモドキ屬 Thelyphonus Latreille (1802) 

巧徵 側眼近くから前ホにをる顆粒の献力分る0觸簽の輕節突起はろ罕典 

同形、前緣鑛漓がを成す1剛棘として樂巧して居る0腹部第;赛板は5では媛い 
中央條讀がみら、第2腹板も後緣正中に小觀が認められる。第1步脚靴節の各節 
は延長ずる場合と短い塌をとあるが9では壓々著しく變形して居る0中眼は一 
つの限驗お隆起じよらみ離される〇本屬のみホじ關しては？〇ぴ>沈（巧 00) はセ 
イ ロン、 南が 度、 ピルマな東 フイ リピンまで、 ソロモン 群島に至る Indo-Malay 
及び All が ro-Malay 地區とした 0 種類は多い 0 屬の模式穗は次褐のジャ ヴサソ 
リモドキ である 〇 
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ジャワサソリモドキ Thelyphonus caudatus (I^innaeus, 1758) 

予は森下薰睐-上が ジャ ヮのスラバャで採集された本觀じ就き別報文に稍々詳 
しく記載したから遊には繰返さない。完甲族では壞ももく知られた種で即ちリ 
ンホが旣じ其の種名を定めた 0ジャブ じ稀だらず他にポ J レネホ、ロムポック等に 
も産する 0 ジンぶポ-ル其の他馬ホ地ホじ普通なのは The!jphonus linganus - 
じし Koch , 18 'がで スマトラ、 リンザ Linga (スマトラ の趨鳥）じもみ布ずる 
最後の腹枫こ縱の*のみるのが趣的標徵の一つであるが9では時に不分明のこ 
ともある 0 了、 veed!e (1942) は例の酸レ、液はモグラやデホズミなどよく利く薄 
の持をたる小食蟲獸のな擊を免れるのに役立つだらうとして居る 0 

ヤイ トムシ屬 Schizomus Cook (1899) 

脚 a 類の他の代表者に ヤイトムシ、 サハダ ムシ 等がある〇サ ソリモド 辛と比. 
較にならぬ程小さいし觸蘇も隨つて狮い〇背甲は1あでなく何なかじ割れて居 
b 尾狀附厲物は短くて？だけ分節して居るが兩 tt とも掩狀の感がある 0 酸い难 
をみ泌しない0滅多に.人目じつかず、たまに、見つかつても蜘蛛なとと誤認され 
る 0 人生との巧涉は殆ど絕無である .0 本屬の標徵は旣じ檢索表に示した 0 な 本 
では歲夕に採集されないからホの屬と共に珍品である0 

ヤイ トムシ Schizomus sauten 技 raepeli 打，1911 

黨灣の動物探窠家 として知られる H. Saater が篡灣窩雜で採集 した多敏のろ、 
军、幼體からド イブの : Kraepeli 打が觀穗とレて記載したもので標品はゾ 、ム プル 
ク曠物鶴に保をされる 0 採集年巧ほなどは報吿されて居ない。矢張ら Sauter の 
探窠した1る3 9 9の標。ロロはベルリンの動物擧陳骑館にあつて Speijer が調蠢し 
た 0 ハムブルクのとどういふ關係じなつて居るのか判らない 0 邦人では加藤お 
化巧が1926年3巧14日義づヒ州古林郡芝山巖のち下で1頭を採築られ たのが 最初巧 
ある0其の後數画通つて綿密に探し叟じ2頭を獲られた0臺灣產の撥品は其の 



f 45 ) 


後誰ら得ないから顧內に现を 0 ものとしてはでが加蔽巧から借用した立派な1 
9きらであらう〇斩し同がのたが丹念に揀索したら嘉灣のあちこちで見つかる 
ものと信ずる 0 Kraepelin の原記には$ 9共 3.3 鞠ろかとあるが予の標 r - 吊は十み 
城熟したものと見え5瓣を超える。「日本動物圆鑑」改訂版じは化の懐,吊に基 
くを形圆が戴ることじなつて居る。共の凌予は當眞綱元巧が沖繩お庭首里で採 
集(採樂年巧日は令では判らなくなつた）し化崎碟±じ贈られた3 9 9を入手調 
齋チるを得て、 y イトムシは琉球にも髓がつて居るものと考へた。さをホだ見 
られないのは殘念である 0 

本類のものは萊了フリカ、セ—シュル群嵩、目口度、 セイロン、 ビルマ、裏鐵、 
琉球、づヒ米テタサス 、メキ ジコ、西が度諸島、中ホユカタン、南米等熟帶 、 壁熱 
帶地方じみ布は沉い〇小さいから蜘蛛などの如く他物に桃寇して盤帶のを明園 
じ觀れ込む機會を時に作るものらしい 0 ぶ mo 打はセイロン島產の Schizomus.c 
rassica が atus ( Cambridge ,1872) の生きたのをバリ^の博物館で見つけたといふ。 
义次巧の Trithyreus bagnallii Jackson , 1908はロンドンの Kew 植物罔で獲ら 
れた鷄頭かの9じ就き記載されたものであるが、をれは恐らく何地からか移離 
された，と考ふべきで自然の分布を巧ずのではがいであらう。 

サハダ'ムシ屬 Trithyreus Kraepelin (1899) 

前屬じよく似たもので「背巧は5裂」と云へば觸單明膝であるが化の鶴徵は 
實は餘わ良い乎懸らではないのである0ネ屬はアフリカ、印度、セイ。ン、ビ 
ルマ、シャム、シン ガポー娘、比律賓、ル笠原、 ニュー ギニア、 ニュ^-ブリテン 等 

にみ布し、づヒ米加州から1種記載されて居るのは異例である0日本では1929年 
澤 H 秀ミ郞巧が小笠原に採集旅巧をして周地產の蜘蛛類賴おを痒西久ま巧に贈 
られたところ、共の中た比 fc の屬じ隸する も のあるを岸田巧が見おされたのが鼓 
初である 0 巧は か 名も蠻名も揀集者に因み サハダ ムシ Trithyreus sawadai とを 
めら れ holotype (?) のを形 鼠を 巧された （ Lansania , Tokyo , vol . も no . 1る p . 
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19 1930} が其の後ぁ式の記載を公じせられない0爾來今日まで此の1頭は外 
じ據裳した人は無いので、予は實物を檢ずる機をを持たず種的標懲や賴長など 
も知!)得ないで居る0 

ヵニムシモドキ屬 Charon Karsch (1879) 

屬徵 サソリモ r ネやヤイ トムシ とはをく形貌を異じするものである〇锡 
徵としては觸錢の指の分®しない點を重視すべきである0 

カニムシモドネ Charon grayi ( Gervais , 1844) 

大種お義を信奉する予は々ニムシモドキ驢にはち種のみしか無いものと看做 
す cT 仍って屬薇は其の儘本極の德鐵ともなり得る D 予はな崎傅±が本種巧寓泮 
じ產ずと報ぜられた記事 (1936) を鹽て甫めて化の奇怪な蛛形類に注意手るや 
うじなった〇巧はバラオ群嵩ペリリュ省鳥からの1ろ1罕1幼體を人乎されたので 
あるが、ミク〇シネァから同時に當時の日本から無鞭亞目が擧がに報ぜられた 
曠矢となった0爾來パラオ請島から時々獲られ予の知る Kb じがて次の: n 例を 
尊へ るが、 バ ラオでも普通のものでないことは確かで あ る〇义ミクロ ホシアで 
はバラオ群嵩にのみ見られ同蘇島の ニュー ギニァ或は ブィリ ピンへの動物地理擧 
的近親を示す讚左の-^っじなる i 想、ふ0 



性鄉 

採集年月曰 

採集地 

採集者 

標風が藏者 

報吿を 

1 



ペリリュー嵩 

長連化(提供） 

む:膊傑吉 

江職 (1936) 

〇 

军 


ク 

ク ホ 


み 

3 

巧 

も I . 1936 

ク ' 

だ峰悚互 

ク 

み 

4 

幼 

10. 1. 1938 

パラホ本黨 

ク 

み 

高島 （1941) 

資 


1.1929 

パラホ群島 

祝夕子么巧 

捧巧乂吉 

ク 

6 


H . 1940 

コロー ル 島 

興部亞義 

ク 

ク 

7 

巧 

K . 1040 

ク 

ク 

裔島春維 

ク 

8 

ろ 

5.1* 1941 

ク 

關口晃一 

み 

ク 
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9 

9 

ク 

ク 

み み 

ク 

10 

幼 

♦ 

ク 

ク み 

夕 

11 



パラホ群寫 

瞬部拒義 擇田久ま 

夕 


上表から判るのは岸田巧が旣じ.1929年にパラオ產の標品を入手して居られた 
ことである 

褐於のことがあるもので同じ1936年鹿戰忠雄罐击は讓灣な頭曠の鐘乳洞じて 
々ニム シモ ドキを 獲たることを翌1937年转報された0化のことは巧の手桐であ 
.る0巧の御報知によれば昭和8年7巧を手始めじ昭不口10年7巧、昭禾口12年7问の3阅 
じ互ら十數頭を獲られたといふ0ずは其の氏の 4 頭を拜受して居る（內玉頭は聲 
傑標ぶじなつて居て今は巧成潰傷した)ぶを保をされる紅頭峨產のヵニムシ 
モドキは之等の4頭きもではないかと想ふ0乾燥標おのは成雄、他のは液變で 
一つ じは cave19. IVの— ラベルが は 人つ て居らホ成熟の9と考へられる0今一 
つは斌體のろ とホ熟の9と考人られるものでラペルは見つからない • 

を彩 乾燦標おでの觀察では背面暗褐色で背甲は黑味が强い〇步脚は第2 
乃至第4のもの黑褐色帶と淡褐色帶とを互に並び搞を成チ0腹厨は赤黑を、步 
脚は背西と祠を〇 


測を 舉做馆 

m 嫂長背甲長背甲幅腹部長腹部幅霞節囊整節繁靈嘗豐產地計測を 


ろ 

20.5 

7 

.11 

11 

7 

1ん5 

16 

12 

パラホ 

な暗巧; 

も 

23 

7 

10.5 

12 

7.5 

11.5 

12 

11.5 

ク 

み 

ろ 

27 

10 

15.5 

17 

12 

26.5 

28.5 

22.5 

ミンダナホ 

高島 

孚 

30 

9.5 

15 

20：5 

11 

22ぶ 

25 

21.5 

ク 

♦ 

る 

28.5 

10 

16ぶ 

18.5 

14 

22.5 

25 

20 

ジ卞7 

み 

9 

孤 5 +X 

815 

が 

17十 玉 13.5 

17,5 

19.6 

17 

ク 

み 


に煩ひたのは何れも成熟をる個體のみである〇ミンダナオのは鹿野傅±が 
比島人から農ひ受けたものでみを〇ジャヴ * D 9は腹報が蠻曲した姿勢になつて 



居るので腹部長も體長も照て來た數値は實長でなく、をれに卡 X であらねばな 
らぬ。序に記チ0比律賓义ンダナオ島產のカ ニ ムシモドキ1ろ2 9 9を旌野巧か 
ら拜をした0其の巧151罕は上表のをす如く老熟したを派なもので擦晶猶の庭 
に徑3耗0卵19箇があつた0其の'大きさから按じて上表中の’ 9 の抱む、て盾たも 
ので、卵囊は破れたのか見常らず V 繁中の卵の一部のみ瓶の底に保をされたも 
のであらう0么だけの大きさの9でを郭數19箇とは灣へられぬ所である。今1 
頭の9は前の2頭よ b 小さく（體長1鞭）淡をであるが？としての二次惟徵は 
顯蕾みある。 

二次機讓 む$では觸鑛腿節辰(或は腔節長)> 第2巧至築4ホ脚腿節長、9 
では觸蕴腿節廣与第 2 乃至第 4 歩脚腿節按が便甫1なを ft りである〇,ぶをは繪 
長ろに膽る〇これは？の腹部長がぶのをれを凌ぐからである。併し背巧幅はミ 
のはうが硝々勝れて居ることを直感し得る0 3) 腹部第2腹板の形狀にも薬が 
ある0 9でな上緣は巧ホに殆ど®曲しない、ぶ中に近い2縱溝は明かであるが 
S 程深刻でない、下緣の側ち(左お)は弧狀じ扶られる、下緣中央部の缺刻は認; 
められぬ程 0 然らざるものがろで、ぶる 0 

み都國かでは比島じ德通である（ネ種の基產雌時比寫ザニヴ ）0 馬が半濤 

じは稀である 0 ジャブ、アムボイ： ;— 、ギニア、ピ义マルク憩島、ソ巧ロン 

群唐などみホは沉い。姿は奇怪であるが查く無害で人をとの巧涉は絕無と•稱す 
べきである〇 

本種なかじも南ホ諸地域に巧諸種のウデムシを奪するが本穗で'け表させで十 
分である 0 


夏 這灣耗頭峨 をを 蠕 良な脚黯目 

^^產の脚鬚目とレては上記く女口くサソリ モド キ 、ヤイトムシを 舉げれ 
る 〇動物地理擧上鸦辦の偉稼を挺つ 班 頭!興*じはサツリやサツリモドキでは户ん 
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を種類が見られるか0 

化處じ產するサソリにはヤへヤマサソリがあち脚鬚類じはサソリモト•ホと力 
ニムシモドネが細られる 0 サソリは更に種類をふやずことは不可*能であらうが 
賤察類のはうはヤイトムシ科のをのボ將が見クかるかも知れない〇併し其の棘 
賴をが窠するのは牽運に惠まわぶくてはならない 0 予自身紅頭魄產おが日を檢し 
得た 0 は鹿野巧が洞猜巧で禱た々ニムシモドキ 1 さのみである 0 此のものは曾 
て寫眞をなて承した （ 1941)0 3 穗の地理的みホを考察してみるとヤへヤ，マずソ 
リは素洋 ^ 潔渊兩區じ踐がらみホは蘇い、サソリモ—ドネは東洋區系であつて多 
みは舊北避に進班しヵ ニ ムシモドネが化津賓系若し < は證沸'系のな側とし 
で旌野巧の所論を强化するのでぶる 0 

まる魄本日化年 12 巧初旬鹿 野 巧のが别の御厚意によな R が紅頭魄で苦也 捧筵さ 
れた標品其の他大小夕颖を受領ずることがおがた0之じよら同嵩產サソリ.发ぴ 
ホソ y モドホ類はを部呂身で嶺おを檢したことになる 0 貴®な機がを舉けで予 
に黛供された痕戳博±に深謝の意を表明する 0 

1 Liocheles anstralasiae (Fabridu も 1775) ヤへヤマサソリ 
俯れもぶ麵ホ滿のルさなもの015頭の巧1頭厨部揖驚じて盾るが查郭9だと思 
み0 

2 Typopeltis stimpsonii (WOod, 1862) ザ y 9 モドキ 
老熟するには到らない 3 ? 9 0 

3 Charon 郭 ayi (Gervais, 1844) カニムシモドネ 
is2? 夕〇顿に述べた 0 

曲 碑鬚目のみホ 

* 紀憩賴勤祷相の鶴異性に願しずな例へば魔嚴樽丈の「お:劇興を物地理と新7ー レス綜 
化端の改訂」(大滨萍义化と農菜1941)を參腺せらかるる;宜い々 
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脚鬚目は アジア、アメリカ、 アフ リタ の熱帶、盛熱帶地ホなぴ鶴洲本主近くの 
諸島峨じ棲息しョ -ロ ッ パなび濛洲たは居ないのである〇穗類に當む地樣は巧度 
馬來地ホと中ホから语米の北部にかけてだネ目發辭，の二中必たるを想はせる0 
脚鏡類の本場である0アジアでは巧度馬來地區をま產地とずるが餘勢は東して 
ニュ ー タ ニ ア、ソロ モン靜島、サモアに までなぶ D Typopeltis .amurensis が舊北 
區の アムールラン ドに產するのは寧ろ奇である 〇アスリカではずノ、ラ沙漠南 
に見られる0 アラピア 南部の一部み から •大陸の東部海岸地 ホ、ちイ シぶル 、ザダ 
ダス々 ル、 聞が飛んで西南部'海津地ホなどじ浸鄕ずるが アジア じ較べれば 大分 
劣勢になつて居る P アメリカでは Texas や C 幻 ifomi 注からブラジルにかけて豊 
當で離島では Trinidad 島や Galapagos 諸盧に見られる （ Montevideo や Patago ¬ 
nia でがお例があるがをれは移んされたものと考〜られて居る）〇巧目ナぺきは 
ネ旨中最大の種 Mastigoproctus giganteus ( Lucas , 1835^ボ北米蘭部からメキシ 
コにかけみ布することで(體長だけで巧絳に なる）*ウデム シ科の Tarantuli 打 a 色も 
のは化の地域の特產であつたが王穗 Tarantda margiqemaculata ( C . L . Koch ,18 
41) は知らぬ願じ移されて西部アフリ々には入つた〇但レ今では Tarant 地 n がは 
アジアでも見つかつて新大煙轉產とは云へなくなつた 0 即ち Speijer (1 狼 6) は 
Tarantulapalmata ( Herbst , 1879 J のマホラ塵の標口ちにつき報じて居さのである 0 
本目のものもサツ《の或る疆の如\船舶其の他じよをお當ホ旅巧するから韻ら 
に孰產地と斷をするのは危險でる 0 微小なヤイトムシ科のものが溫帶地 ホで 見. 
つかつた場合は始めから疑と、暗をの態度をとるのがををであらうと思ふ0 
垂這みホに關してほ特に諭ずる程のことは無い0髙雖にも低城にも居を〇サ 
ソリモ F チ科の Uroproctus assamensis ( Sioliczka , 1869) がヒマラヤのダークリ 
. ング附近で1200米の嵩碰で採集されたのが嵩いホの例になつて培る0 , 

* Kafitiler (1932) ，は本目最ルのもの.として爸地 izom 朋 peiplexns Gr 这做护1915 
.( 體參 Sm の）を學げた 0 诚の戀はで ri が 巧で が巧 pei が 細け をとすべまもので セイロン 
島をでをるボ同じ懸の规麵に同大のものがをる 0. サソリの場をと縷つで最小爭 ひの 
判おはを易くないことでをる。 



